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　近年，急速に発展した生体センシング技術と数理モデ
リング手法により，脳の機能創発のメカニズムの解明が
進められている．このような研究では，脳波やより高い
時空間分解能を持つ脳磁図，さらには脈波や瞳孔径といっ
た幅広い生体センシングが利用される．数理モデリング
には，集団レベルでの活動や発火レートを記述したニュー
ラルネットワークモデルや脳・神経系の幅広い情報コー
ディングを記述できるスパイキングニューロンモデルが
重要な役割を担っている．本特別企画では，数理モデリ
ングとデータ駆動分析に関する研究で日本を牽引する研
究者にご自身の研究成果や最新の研究動向を解説いただ
いた．脳・神経系の研究は，神経科学のみならず，医学・
物理学・情報科学など非常に多岐にわたる極めて学際色
の強い研究領域であり，この分野の研究者でもその全貌
を正確に把握することは難しい．よって，本企画で示さ
れた比較的広範な範囲を網羅した解説が，研究動向を捉

える助けになれば幸いである．
　過去の類似の企画としては，「計測と制御」61 巻 4 号
「身体と脳で生じる超適応のシステム論的理解」におい
て，超適応のメカニズムをシステム工学の構成論的数理モ
デリングと脳神経科学を融合させて研究したプロジェクト
の成果の解説を行ったものがあった．本企画との相違点と
して 1つ目は，今回の企画では神経細胞・シナプスのダイ
ナミクスといったミクロレベルのモデリング研究から抽象
度の高いニューロン集団レベルのマクロな数理モデルリン
グの研究を扱っている点である．2つ目は実験に関して，
社会実装でも用いられる簡易脳波計やアイトラッカーによ
る脳波・瞳孔径解析から精緻な脳磁図による多様な生体信
号を網羅した研究成果が解説されており，対象も健常者か
ら精神疾患を扱っている点である．よってこれらの点にお
いて，前述の企画とは大きく異なっている．
 （信川　創　記）
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